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データ： a1 = 165 [cm]
a2 = 174 [cm]
a3 = 183 [cm]
a4 = 169 [cm]
a5 = 178 [cm]

総和：（具体的な表現） V =

（Excel） = VAR(B2:B6)

平均：
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データ： a1 = 165 [cm]
a2 = 174 [cm]
a3 = 183 [cm]
a4 = 169 [cm]
a5 = 178 [cm]

総和：（具体的な表現） V =

（Excel） = VAR(B2:B6)

平均：
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不偏分散=  Variance
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Excelによる不偏分散の計算

不偏分散
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Excelによる不偏分散の計算

不偏分散

不偏分散の定義式を
そのまま打ち込む．
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Excelによる不偏分散の計算

不偏分散
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Excelの関数を用いた不偏分散の計算

③

①等号を
入力

②▼を左ク
リック．

不偏分散
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Excelの関数を用いた不偏分散の計算

③VARを
左クリック．

①等号を
入力

②▼を左ク
リック．

不偏分散
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Excelの関数を用いた不偏分散の計算

不偏分散
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Excelの関数を用いた不偏分散の計算

B2を左ク
リックする．

不偏分散
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Excelの関数を用いた不偏分散の計算

不偏分散
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Excelの関数を用いた不偏分散の計算

Shiftキーを押
しながらB6を
左クリックする．不偏分散
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Excelによる不偏分散の計算

B2:B6が入力
されている．
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Excelによる不偏分散の計算

不偏分散 定義式をそのま
ま打ち込んだ場
合と同じ結果が
得られる．
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標準偏差σ（その１）

データ： a1 = 165 [cm]
a2 = 174 [cm]
a3 = 183 [cm]
a4 = 169 [cm]
a5 = 178 [cm]

総和：（具体的な表現） σ =

（Excel） =

不偏分散： 7.50=V

V

=                      
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データ： a1 = 165 [cm]
a2 = 174 [cm]
a3 = 183 [cm]
a4 = 169 [cm]
a5 = 178 [cm]

総和：（具体的な表現） σ =

（Excel） =SQRT(VAR(B2:B6))

不偏分散： 7.50=V

V

=                      

標準偏差σ（その１）
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データ： a1 = 165 [cm]
a2 = 174 [cm]
a3 = 183 [cm]
a4 = 169 [cm]
a5 = 178 [cm]

総和：（具体的な表現） σ =

（Excel） =SQRT(VAR(B2:B6))

不偏分散： 7.50=V

V

不偏分散=                      

標準偏差σ（その１）
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データ： a1 = 165 [cm]
a2 = 174 [cm]
a3 = 183 [cm]
a4 = 169 [cm]
a5 = 178 [cm]

総和：（具体的な表現） σ =

（Excel） =SQRT(VAR(B2:B6))

不偏分散： 7.50=V

V

不偏分散=  SQuare RooT

標準偏差σ（その１）
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この中に
SQRTが見

当たらない
場合には

不偏分散

標準偏差σ（その１）
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この中に
SQRTが見

当たらない
場合には

その他の
関数を左
クリック

不偏分散

標準偏差σ（その１）
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標準偏差σ（その１）
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SQRTを
選択

標準偏差σ（その１）
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標準偏差σ（その１）
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B9を入
力

標準偏差σ（その１）



25

不偏分散

標準偏差σ（その１）
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データ： a1 = 165 [cm]
a2 = 174 [cm]
a3 = 183 [cm]
a4 = 169 [cm]
a5 = 178 [cm]

総和：（具体的な表現） σ =

（Excel） =

不偏分散： 7.50=V

V

STDEV =                                           

Excelの関数を用いた標準偏差の計算
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データ： a1 = 165 [cm]
a2 = 174 [cm]
a3 = 183 [cm]
a4 = 169 [cm]
a5 = 178 [cm]

総和：（具体的な表現） σ =

（Excel） =STDEV(B2:B6)

不偏分散： 7.50=V

V

STDEV =                      

Excelの関数を用いた標準偏差の計算
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データ： a1 = 165 [cm]
a2 = 174 [cm]
a3 = 183 [cm]
a4 = 169 [cm]
a5 = 178 [cm]

総和：（具体的な表現） σ =

（Excel） =STDEV(B2:B6)

不偏分散： 7.50=V

V

STDEV = Standard DEViation

Excelの関数を用いた標準偏差の計算
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不偏分散

Excelの関数を用いた標準偏差の計算
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不偏分散

その他の
関数を左
クリック

Excelの関数を用いた標準偏差の計算
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Excelの関数を用いた標準偏差の計算
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STDEV
を選択

Excelの関数を用いた標準偏差の計算
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Excelの関数を用いた標準偏差の計算



34

B2:B6を
入力

Excelの関数を用いた標準偏差の計算



35

不偏分散

Excelの関数を用いた標準偏差の計算

により求めた
結果と同じ値が
得られている．

V
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関数( )のグラフの作成

不偏分散

係数a, bを入力
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関数(ax+b)のグラフの作成

不偏分散

係数a, bを入力
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この最小値は自分で決
めればよい．この例では
-5   x    5 の範囲のグラ
フを描こうとしている．

関数(ax+b)のグラフの作成

≤≤
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xの最小値を入力

この最小値は自分で決
めればよい．この例では
-5   x    5 の範囲のグラ
フを描こうとしている．

≤≤

関数(ax+b)のグラフの作成
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関数(ax+b)のグラフの作成
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直上のセルの値+1
としている

関数(ax+b)のグラフの作成
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カーソル（ ）を右下隅に持って行き，形
が＋に変わったら，

関数(ax+b)のグラフの作成
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カーソル（ ）を右下隅に持って行き，形
が＋に変わったら，マウスの左ボタンを
押しながら下へドラッグ

関数(ax+b)のグラフの作成
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セルA１７までドラッグしてボタン
をはなす

・
・

それぞれ直上のセ
ルの値＋１という
式がコピーされる．

関数(ax+b)のグラフの作成
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セルA１７までドラッグしてボタン
をはなす

=A16 + 1

=A8 + 1

=A9 + 1
・
・

それぞれ直上のセ
ルの値＋１という
式がコピーされる．

関数(ax+b)のグラフの作成
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関数(ax+b)のグラフの作成
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= $B$3＊A7+ $B$4

関数(ax+b)のグラフの作成
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カーソル（ ）を右下隅に持って行き，形
が＋に変わったら，

関数(ax+b)のグラフの作成



49

カーソル（ ）を右下隅に持って行き，形
が＋に変わったら，左ダブルクリック

関数(ax+b)のグラフの作成
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関数(ax+b)のグラフの作成
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一気にセルB17まで数式 ( = a＊x + b)
がコピーされる．

関数(ax+b)のグラフの作成
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$B$3, $B$4は変化していない．

A7 → A8
というように1つ値が自動的に増える．

=$B$3＊A8+$B$4

=$B$3＊A7+$B$4

関数(ax+b)のグラフの作成
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$のついた記号は，コピーされても変化
しない．
$B$3, $B$4は変化していない．
$のついていない記号は変化する．
A7 → A8
というように1つ値が自動的に増える．

=$B$3＊A8+$B$4

=$B$3＊A7+$B$4

関数(ax+b)のグラフの作成
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グラフにしたい
データの先頭
のセルを

関数(ax+b)のグラフの作成
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グラフにしたい
データの先頭
のセルを左ク
リック

関数(ax+b)のグラフの作成
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グラフにしたい
データの最後尾
のセルを

関数(ax+b)のグラフの作成
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グラフにしたい
データの最後尾
のセルをShift
キーを押しながら
左クリック

関数(ax+b)のグラフの作成
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①挿入タグを
左クリック

②グラフを左
クリック

③散布図を左ク
リック

関数(ax+b)のグラフの作成
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①挿入タグを
左クリック

②グラフを左
クリック

③散布図を左ク
リック

④このアイコンを
左クリック

関数(ax+b)のグラフの作成
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出来上がり

関数(ax+b)のグラフの作成
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Excelによる関数( )のグラフの作成

係数a, b, cを入力
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Excelによる関数(ax2+ bx +c)のグラフの作成

係数a, b, cを入力
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Excelによる関数(ax2+ bx +c)のグラフの作成

xの刻み幅を0.2と
する
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Excelによる関数(ax2+ bx +c)のグラフの作成

X=5までコピーする．
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Excelによる関数(ax2+ bx +c)のグラフの作成

= $B$3＊A8^2 + $B$4＊A8 + $B$5
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Excelによる関数(ax2+ bx +c)のグラフの作成

出来上がり
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Excelによる関数(exp(ax+b))のグラフの作成
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小テスト2.１

製品番号 重量(kg)
1 12 
2 18 
3 12 
4 2 
5 22 
6 11 
7 8 
8 14 
9 13 

10 9 

左表のデータを打ち込み

総和，平均，不偏分散，標準偏差

を求めよ．
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小テスト2.2
以下の3つのグラフを描け．

刻みとせよ．はとし，の値域はただし，

とせよ．

刻みとせよ．はとし，の値域はただし，

とせよ．

刻みとせよ．はとし，の値域はただし，

とせよ．

1.0 31.0      
0,1     

)log()3(
1.0 3.60      

0,1     
)sin()2(

1.0 33      
0,5,0,1     

)1( 23

xxx
ba

baxy
xxx

ba
baxy

xxx
dcba
dcxbxaxy

≤≤

==
+=

≤≤

==
+=

≤≤−

=−===
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